
千 葉 西 総 合 病 院 の 基 本 理 念

《 基 本 方 針 》

“生命だけは平等だ”
を基本理念に、誰もが最善の医療を
受けられる社会をめざして
（生命を安心して預けられる病院、健康と生活を守る病院）

1　年中無休・24時間オープンで救急を絶対断らない。

2　地域医療機関との連携を確立し、
高度な医療を担います。

3　病める人の生命を尊厳し、
倫理観をもって良質の医療を提供します。

4　安心と安全の医療、行って良かったと感動を与える
病院をめざします。

5　チーム医療の推進で、患者様を癒しの場、
家庭へ早く復帰できるよう支援します。

社会医療法人社団 木下会

発
行
日
：
2025年

1月
発
　
行
：
千
葉
西
総
合
病
院

〒
270-2251 千

葉
県
松
戸
市
金
ヶ
作
107-1

TEL.047-384-8111
w
w
w
.chibanishi-hp.or.jp

R
棟

常盤平駅
新京成線

至
国
道
6
号
線

県道51号線

至松戸

至八柱

ミニストップ

西松屋

第1駐車場
（立体駐車場）

第2駐車場

第3駐車場

第5駐車場
天真寺

本館

無料バス
バス停

JR馬橋駅行
バス停

アネックス館
（別館）

至京成
津田沼

至柏
JR常磐線・千代田線 松戸駅で
新京成線に乗り換え 松戸～常盤平9分
常盤平駅北口より徒歩8分至京成津田沼

至西船橋

至府中本町
JR武蔵野線

至大手町

至大宮
東武野田線

至船橋

至土浦

銀座線・
日比谷線

東京メトロ 千代田線

JR常磐線
（上野・東京ライン直通運転）

新京成線

上野 松戸

常盤平

柏
新松戸

東京

北口

P

P

P

P

1 千葉西 ⇔ 常盤平駅北口 往復バス
2 千葉西 ⇔ 常盤平駅北口 ⇔ 小金原 循環バス
3 千葉西 ⇔ 光ヶ丘団地 ⇔ 新柏駅 ⇔ 増尾駅 ⇔ 柏南部 循環バス
4 千葉西 ⇔ 新八柱駅 ⇔ 牧の原団地 ⇔ 常盤平 循環バス

無料バス
運行中

Access

ENEOS

広報誌
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放射線治療のはなし



放射線が細胞に損傷を与える

がん細胞は分裂できず死滅 正常な細胞は損傷を修復する

［ふじ・ひろし］日本医学放射線学会 放射線治療
専門医・指導医／医学博士

放射線治療科 部長

藤 浩

リ
ス
ク
を
抑
え
て
効
果
的
に
、
短
時
間
で
受
け
ら
れ
る

放
射
線
治
療
の
は
な
し

放
射
線
治
療
と
は
？

　

放
射
線
治
療
と
は
、
医
療
用
の
放
射
線

を
用
い
た
治
療
法
で
、
主
に
が
ん
の
治
療

に
使
わ
れ
ま
す
。
放
射
線
に
は
X
線
や
電

子
線
、
陽
子
線
な
ど
、
性
質
や
浸
透
力
が

異
な
る
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
放
射
線
を
が
ん
が
位
置
す
る
場
所
に

よ
っ
て
使
い
分
け
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
目
的
は
、
が
ん
の
根
治

を
目
指
す
も
の
か
ら
、
症
状
の
軽
減
や
緩

和
、
再
発
や
転
移
の
防
止
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
患
者
様
の
病
状
や
生
活
ス
タ
イ
ル

な
ど
に
応
じ
て
治
療
計
画
を
立
て
て
い
き

ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
基
本
的
に
は
外
部
か
ら

放
射
線
を
当
て
る
た
め
、
手
術
の
よ
う
に

体
を
切
開
す
る
こ
と
は
な
く
、
痛
み
や
し

び
れ
な
ど
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
と

比
べ
て
と
て
も
低
侵
襲
な
治
療
で
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

治
療
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　

治
療
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
放
射
線
を
体
に
照
射
す
る
こ
と
で

が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
に
損
傷
を
与
え
、
が

ん
細
胞
の
分
裂
や
増
殖
を
抑
制
す
る
と
い

う
も
の
。
狙
っ
た
場
所
に
効
果
を
発
揮
す

る
局
所
的
な
治
療
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
す
。

　

放
射
線
の
照
射
は
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
虫
眼
鏡
で
太

陽
光
を
集
め
る
実
験
を
想
像
す
る
と
分
か

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

通
常
、
太
陽
光
が
当
た
る
場
所
は
穏
や

か
に
温
ま
る
だ
け
で
特
段
の
害
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
虫
眼
鏡
を
使
っ
て
太
陽

光
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
と
、
そ
の
部
分

だ
け
物
を
燃
や
す
ほ
ど
の
強
い
熱
を
発
生

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
射
線
も
同

じ
よ
う
に
、
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
局
所
的

に
作
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

技
術
進
化
で
よ
り
安
全
に

　

局
所
的
な
治
療
と
は
い
え
、
放
射
線

の
向
上
で
す
。
現
在
で
は
M
R
I
（
磁

気
共
鳴
画
像
法
）
や
P
E
T
（
陽
電
子

放
出
断
層
撮
影
）
な
ど
の
検
査
に
よ
っ

て
、
病
気
の
進
行
状
況
や
腫
瘍
の
大
き

さ
を
詳
細
に
把
握
し
、
三
次
元
的
に
視

覚
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

正
確
な
地
図
を
手
に
し
て
い
れ
ば
目
的

地
に
迷
わ
ず
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、

病
気
の
場
所
が
正
確
に
分
か
れ
ば
、
よ

り
的
確
な
照
射
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

検
査
精
度
の
向
上
が
、
そ
の
ま
ま
照

射
精
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

開
発
が
進
む
治
療
装
置

　

次
に
、
放
射
線
照
射
装
置
の
進
化
で

す
。
放
射
線
治
療
も
技
術
開
発
が
進
み
、

三
次
元
的
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当
院
で
は
高
精

度
放
射
線
治
療
装
置TrueBeam

（
ト
ゥ

ル
ー
ビ
ー
ム
）
を
導
入
し
、
最
先
端
の

「
強
度
変
調
放
射
線
治
療
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

強
度
変
調
放
射
線
治
療
と
は
、
線
量
の

異
な
る
放
射
線
を
組
み
合
わ
せ
て
多
方
向

か
ら
照
射
す
る
こ
と
で
腫
瘍
部
分
の
み
に

高
い
線
量
を
当
て
ら
れ
る
革
新
的
な
治
療

は
が
ん
細
胞
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
正

常
な
細
胞
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
基

本
的
に
、
正
常
な
細
胞
は
遺
伝
子
の
修

復
能
力
が
高
い
た
め
、
損
傷
し
て
も
す

ぐ
に
修
復
さ
れ
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
皮
膚
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
放
射
線
治
療
で
は

こ
う
し
た
副
作
用
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

最
新
の
医
療
技
術
や
機
器
の
発
展
に
よ

り
、
そ
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
軽
減
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
検
査
精
度

の
こ
と
。
腫
瘍
が
ど
れ
だ
け
い
び
つ
な
形

を
し
て
い
て
も
、
検
査
に
よ
っ
て
そ
の
形

が
把
握
で
き
て
い
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
に
よ
っ
て
的
確
に
照
射
を
行
え

ま
す
。

　

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
が
ん
細
胞
部
分

の
線
量
は
増
や
し
つ
つ
、
周
り
の
組
織
へ

の
影
響
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
合
併
症
を
軽
減

し
つ
つ
、
根
治
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
治
療
が
完
了

　

放
射
線
治
療
技
術
の
進
化
は
治
療
効
果

を
高
め
、
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
治
療
時
間
も
大
幅
に

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
度
変
調
放
射
線

治
療
の
治
療
時
間
は
5
分
ほ
ど
。
照
射
だ

け
な
ら
約
２
分
で
終
わ
り
ま
す
。「
も
う

終
わ
っ
た
の
？
」
と
驚
か
れ
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

放
射
線
の
照
射
中
は
動
か
ず
じ
っ
と
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
2
分
程
度

で
あ
れ
ば
患
者
様
に
大
き
な
負
担
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
短
時
間
で
終
え
ら
れ
る
こ
と

も
放
射
線
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

放射線治療のイメージ

TrueBeamによる
高精度放射線治療

放射線治療は、高エネルギーを体の外から照射して細胞の遺伝
子に損傷を与えます。正常な細胞は傷ついてもすぐに修復されま
すが、がん細胞は分裂・増殖できなくなり死滅します。

TrueBeamは、定位放射線治療や強度変調放射線治
療などを短時間かつ高精度に行うことができる高精度
放射線治療装置です。当院では、体表面モニタリング
システム「 IDENTIFY（アイデンティファイ）」をセッ
トで導入し、さらに高精度で侵襲を最小限に抑えた治
療を実施しています。

知 っ て お き た い 病 気 ・ ケ ガ の は な し

ふ む ふ む

メディカル

技
術
進
歩
と
と
も
に
進
化
を
遂
げ
た
現
代
の
放
射
線

治
療
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

放射線 放射線

がん細胞 正常な細胞
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専 門 医 に よ る 治 療 の は な し
C OL S UE P !

他
治
療
と
の
組
み
合
わ
せ

　

放
射
線
治
療
は
他
の
治
療
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
高
い
効
果
を
発
揮

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
手
術
で
が
ん
を
完
全
に
取

り
切
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
放
射
線
治

療
で
周
辺
に
残
っ
た
が
ん
を
除
去
し
、

再
発
や
転
移
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
が
ん
が
広
が
り
、
体
積
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

抗
が
ん
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
範
囲
を
絞
っ
た
放
射
線
治
療

と
化
学
療
法
を
並
行
的
に
行
え
ば
、
根

治
を
目
指
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

当
院
は
救
急
医
療
に
も
長
け
た
総
合

病
院
で
す
の
で
、
放
射
線
治
療
に
お
け

る
迅
速
な
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

緩
和
的
治
療
も
選
択
肢
に

　

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
緩
和
的
な
治
療

も
重
要
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
「
も
う
歳

だ
か
ら
放
射
線
治
療
を
し
て
も
仕
方
な

い
」
と
治
療
を
諦
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
放
射
線
治
療
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
享
受
で
き
る
も
の
。
つ

ら
い
症
状
を
一
週
間
程
度
で
改
善
で
き
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
科
で
は

緩
和
ケ
ア
を
熟
知
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
、“
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
の
放

射
線
治
療
”
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

便
利
で
手
軽
な
治
療
に

　

放
射
線
治
療
は
一
度
で
終
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
正
常
な
細
胞
の
保
護

や
副
作
用
の
管
理
な
ど
の
観
点
か
ら
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
外
来
に
何
度
か
通
う

必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
１
回
1
回

は
短
時
間
で
パ
ッ
と
済
ま
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

も
し
、
も
っ
と
負
担
の
少
な
い
治
療

は
な
い
の
か
な
?
な
ど
と
お
感
じ
で
し

た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
患
者
様
の
Q
O
L
を
考
え
た
最

適
な
治
療
を
専
門
医
が
ご
提
案
い
た
し

ま
す
。

外来化学療法センター長兼腫瘍内科部長岡元医師（左手前）、血液内科部長伊勢
医師（右手前）、香取化学療法担当薬局長（左奥）をはじめとする外来化学療法
センターの中心スタッフ

リニューアルされた外来化学療法センターの処置室。設計段階からス
タッフが関り、患者様がゆったりと快適に過ごせる仕様に仕上げた

空き時間に受けられる放射線治療
放射線治療の治療時間は５分ほど。車や自転車で来院いた
だき、普段の恰好のまま治療を受けていただくことができ
ます。その手軽さは、ちょっとした買い物にいくようなも
の。通勤や子どもの送り迎えの“ついで”に治療される方も少
なくありません。当院では高齢者や合併症のある方でも、安
心して放射線治療を受けることができます。

新拠点
始動

患者様のために思い描いた理想を形に

　2024年、アネックス館にリニューアルオー
プンした外来化学療法センター。2008年に
旧館のわずか5床から始まった同センターは
2013年の本館移転で病床を2倍に拡大し、そし
て今回、25床486㎡と過去最大の規模に成長し
ました。同センターではこれまで運営を行って
きた医師、看護師、薬剤師が、新たな気持ちで
患者様を迎え入れています。
　新しくなった施設は設計段階からスタッフが
携わり、ベッドの仕切りの高さや壁床の材質な
どを徹底的に吟味し、患者様の快適性をとこと
ん追求しました。近年、充実した化学療法が外
来でも受けられるようになったことで、就労を
継続しながら治療を行う人も増えてきています。
　「がんと闘う患者様にとって時間は非常に大
切なもの。生活の一部となる通院治療をスムー
ズに行い、ゆったりと心地よい環境で過ごして
いただけるように、常に見直しを図っていま
す」と、岡元るみ子センター長は語ります。

患者ファーストを貫くスタッフ

　病院が見えてくると吐き気がする――。がん

治療のつらさからそんな不調を訴える患者様も
少なくありません。そうした悩みや気持ちを深
く理解しているスタッフは笑顔を絶やさず、患
者様にしっかりと寄り添います。患者様ファー
ストを貫くこの姿勢は同センターを訪れる患
者様の声からもうかがえます。「センターのス
タッフに会うのを励みに通院している」「セン
ターに来るとほっとする」など、前向きな言葉
が届いているのです。香取哲哉化学療法担当薬
局長は「患者様が温かい人間関係の中で治療
を続けられるよう、チーム一丸でサポートしま
す」と、普段からの心がけを話します。複数の
外来がん治療専門薬剤師、がん化学療法看護認
定看護師など、専門のスタッフが多方面からサ
ポートしてくれるという安心感も同センターの
大きな魅力です。

安心・安全・高い治療効果を目指して

　外来化学療法センターは創立当初より「安
心・安全・高い治療効果」というモットーを掲
げてきました。患者様をしっかりとサポートす
るために、穿刺技術や血管評価などに関する試
験をスタッフ共同で実施するなど、スタッフの
知識・技術向上にも余念がありません。岡元セ
ンター長は「患者様やご家族様に寄り添いなが
ら、さまざまな選択肢を提案し、意思決定を尊
重できる体制づくりに努めてまいります」とこ
れからに向けた意気込みを示しました。

安心・安全・高いがん治療効果を追求する
外来化学療法センター
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千 葉 西 総 合 病 院 より新 年 のご 挨 拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
体

制
構
築
を
図
る
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
6
月
に
は
第
2
別
館
R
棟
が
竣

工
、オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（Rehabilitation

）

と
放
射
線
学（Radiology

）に
共
通
す
る
頭
文
字
「
R
」
か
ら
命
名
さ

れ
た
こ
の
R
棟
に
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
（
60
床
）
に
加

え
、
放
射
線
治
療
装
置
T
r
u
e
B
e
a
m
、
最
新
の
検
査
機
器
で
あ
る

P
E
T
/
C
T
、
S
P
E
C
T
/
C
T
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中
や
股
関
節
手
術
後
の
患
者
様
に
対
し
て
急
性
期

を
脱
し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
今
後
、
地

域
に
お
い
て
患
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
各
種
が
ん
に
対
す
る
備
え

も
万
全
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
当
院
が
強
み
と
す
る
心
臓
の
分
野
で
は
、
専
門
の
医
師
が

一
層
充
実
し
、
心
臓
病
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
隙
の
な
い
診
療
体
制

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、内
科
、小
児
科
等
の
診
療
科
に
お
い
て
も
、

診
療
体
制
の
着
実
な
増
強
を
図
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
、
高
度
か
つ
安
心
・
安
全
の
医
療
を
提
供
で
き
た
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
患
者
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
当
院
の
使
命
を
果
た

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
健
康
で
豊

か
な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
職
員
一
同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

千葉西総合病院
病院長 心臓病センター長

三角 和雄

 材 料  （2人分）

●かぶ…1 個　
●白菜…100g　
●にんじん…50g
●さつまいも…1/2 個　
●ブロッコリー…30g　
●カリフラワー…30g　
●玉ねぎ…50g
●サラダ油…適量　
●小麦粉…大さじ 3　
●バター…20g
●牛乳…450ml
●コンソメ…適量
●塩…適量　
●こしょう…適量

 作 り 方

❶材料を切る。

　● かぶ：ヘタを切り 1/8 のくし切り　● 白菜：そぎ切り

　● 人参、さつまいも：乱切り　　　  ● 玉ねぎ：くし切り

　● ブロッコリー、カリフラワー：1 口サイズ

❷鍋に油を入れ、玉ねぎを炒め火が通ったらにんじんを加える。

❸玉ねぎから水分が出てきたらバターを入れ、小麦粉を全体に回るように混

ぜながら入れる。

❹牛乳を少しずつ加え、ダマが残らないように伸ばしていく。

❺かぶ、白菜、さつまいもを入れ、一煮立ちさせ柔らかくなるまで煮込む。

❻ブロッコリーとカリフラワーは色が悪くなるため盛り付ける直前に入れる。

❼とろみが強ければ牛乳を足し、コンソメ、塩、こしょうで味を調える。

❽皿にきれいに盛り付けて完成。

旬の野菜を使ったゴロゴロ野菜のシチュー

季 節の   　  ひとさら

●エネルギー：608kcal　
●たんぱく質：21.1g　●脂質：37.2g　
●炭水化物：60g   　 ●塩分：2.8g

栄養価（2人分） 

冬野菜をたっぷり使用したシチューをご紹介します。
冬が旬のかぶや白菜にはイソチオシアネートというアブラナ科の野菜に含
まれている辛み成分があります。抗酸化作用があり、免疫力を高める効果
や抗がん作用、胃腸を刺激して食欲を増進させる効果や解毒作用、殺菌作
用もあります。
食物繊維が多い白菜は加熱するとかさが減るのでたっぷり食べられます。
具沢山なシチューを食べて、からだの芯まで温まり冬を乗り越えましょう。

管理栄養士
伊藤悠希

調理師
廣木真人

私たちがつくりました！

透析患者様一人ひとりに寄り添い
質の高い生活を徹底サポート

最善の医療を目指して日々奮闘する
千葉西総合病院のエキスパートたち。

高い志を胸に成長する後輩、それを支える先輩、
そんな彼らの“医のこころ”をお伝えします。

―業務内容は？
栗田　透析治療とは、働きが低下した腎臓の代わりに血液中の余

分な水分や老廃物を取り除き、血液をきれいにする永続的な治療

のこと。治療にお休みはありません。私たち透析センターの看護師

は、日々透析治療に向き合う患者様に寄り添い、血圧や体重など

の全身管理を通じて安心・安全な治療をサポートしています。

千葉　私たちが心がけているのは日 の々コミュニケーションを通じ

て患者様のことをよく知り、それぞれの背景に合わせた生活支援

を行うこと。生涯にわたって継続する治療なので、コミュニケーショ

ンや信頼関係がとても大事です。患者様の不安は簡単には拭え

ないものですが、そんな患者様の心をぱっと晴れやかにする栗田

さんの明るい声掛けには思わず感心してしまいますね。

―やりがいは？
栗田　患者様との距離が近いことが透析センターの特徴の一つで

す。看護を通して患者様との信頼関係を築いていくと、少しずつ

色 な々話をしてくれるようになるのがとてもうれしいですね。まだま

だ雑談程度ですが、いずれは千葉さんのように治療や生活の悩み

の相談相手となれるよう、知識や経験を積み重ねていきたいです。

千葉　すべての患者様が安全・安心に透析を終えるためのプラ

ンを立てて実行し、無事にやり遂げた際には大きなやりがいを感

じます。ときには45床すべてが埋まることもありますが、チームワー

クを最大限に生かして患者様一人ひとりに丁寧なケアを提供して

います。

―抱負と患者様へのメッセージを
栗田　先輩方のように、私も治療の頼れる伴走者となれるよう、

誠実に、そして真摯に患者様に向き合ってまいります。また、日々

の看護を通して透析治療を行う患者様の“頑張り”が一人でも多く

の方に伝わるよう、病気への理解を広めていくことにも注力してい

きたいと考えています。

千葉　透析センターでは、医師をはじめ看護師、臨床工学技士、

栄養士など、さまざまな職種のスタッフが連携し、患者様が質の

高い生活を送れるようサポートしています。治療中の事故防止や

感染予防にも万全の対策を行っておりますので、安心してお任せ

ください。

透析センター看護師

千葉香織
（ちば・かおり）

2020年入職（5年目）

透析センター看護師

栗田 純那
（くりた・じゅんな）
2023年入職（2年目）

 後輩 先輩

ちばにし

ひざの痛みは、周囲にある筋肉や脂肪が固くなったり、動きが悪く
なったりすることでも起こります。今回はひざのお皿の下の痛みに
効く体操を紹介します。痛みがない方にとっても予防になるので、
ぜひ行ってみて下さい。

STEP

01
STEP

02

ひざ痛の予防
にもおすすめ

無理せず
行いましょう

理学療法士
高橋 智哉

理学療法士
太田 亮冴

    
 続けよう

エクササイズ

ひざ痛に効く健康体操  《パート2》

※反対の足も同様に行いましょう。また、ひざ周りに痛みや熱があるときは無理をせず、医師にご相談下さい。

楽な姿勢で椅子に座り、足を
軽く伸ばして力を抜きます。

ひざのお皿の下の部分を両手でつまみ、
ほぐすように左右に動かしましょう。 POINT

膝のすぐ下には「膝
しつ

蓋
がい

下
か

脂
し

肪
ぼう

体
たい

」という
組織があり、膝の曲げ伸ばしに合わせて
形を変えることで膝のお皿の動きをサ
ポートします。この部分をほぐすように意
識するとよいでしょう。

大腿四頭筋腱

膝蓋靭帯

膝蓋骨（膝のお皿）

膝蓋下脂肪体

ひざの断面

ほぐすときに少し
痛むこともありま
すが、ほぐした後
に痛みが軽減して
いればOK！
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